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若
手
の
研
究
者
を
中
心
に
発
足
さ
れ
た
、
研
究
者
や
実
作
者
、
工
芸
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
が

総
合
的
な
研
究
発
展
を
目
指
す
「
工
芸
史
研
究
会
」
に
よ
る
、
初
の
機
関
誌
『
工
芸
史
』
を
発
刊
。

南
方
書
局

新
刊
案
内

２０２４年４月中旬  発売

工
芸
の
未
来
を
築
く
、

知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

目
指
し
て
。
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このたび工芸史研究会は、機関誌『工芸史』を発刊します。

二〇二一年三月に設立した当会では、
陶磁、漆工、染織、金工、木工、ガラスなど、
さまざまな素材の工芸品を扱う学芸員、研究者、作家が意見交換を行っています。

これまでの工芸に関わる史的研究は、主に素材によって分かれ
深められた領域を軸として進められてきました。しかし文化財・作品としての
保存・研究・展示、また技術の継承、原料の生産……
現代の工芸は、素材を問わず多くの共通の課題に直面しています。

当会は、これらの問題について共に話し、
各領域における研究動向や手法を共有し、
会員の研究を発展させるための恒常的な場を求め、
主に若手の有志を募り発足しました。

創立より三年を記念し、これまで実施した研究会や講演会のアーカイブのため、
そして柔軟性の高い発表・議論の場をさらに整えるべく、
本誌を発刊することとなりました。

…

工芸は地域、時代を問わず、人の手により生み出され親しまれてきました。

人々のライフスタイルが変容し、工芸と人の関係もまた少しずつ
変化しています。当会は工芸をとりまく文化を後世に伝えるため、
情報交換および研究の場となり、交流の基盤を築くことを目指しています。

『工芸史』が、その推進力になることを祈念致します。

工芸史研究会運営
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目
　
　
次

澤部清五郎原画《春郊鷹狩》
《秋庭観楓》の制作に関する一考察　　 
―浅井忠原画《綴織壁飾 狩の図（武士山狩）》
　　制作過程との比較をめぐって

神野 有紗
○澤部清五郎　○浅井忠
○図案　　　　○川島織物
○美術染織

（キーワード）

第 一 部

こ れ か ら の 『 工 芸 』

『工芸史』創刊のあいさつ
工芸史研究会　憲章
活動記録

第 二 部

会 員 の 活 動 ・ 論 考

・
・
・

・

・

・

・

考古学と美術工芸史研究水本 和美

〈会員作品〉（陶芸）畑中 咲輝

清朝工芸における「丸文」の受容と展開　
―天啓赤絵と清朝宮廷コレクションを視座として―　　　高 家融

○「丸文」　　○清朝
○天啓赤絵　　○日中交流

〈調査報告〉

江戸時代中後期における陶磁器補修の事例巖 由季子
○漆継ぎ　　　○陶磁器修復
○茶道具

廣谷 妃夏

付録：

・

・

・

・

〈研究史〉

中国「経錦」研究の百年
○経錦　　　　○染織品
○古代中国　　○織機　

「工芸」関連展覧会年表（関東編、2008~2023）　　工芸に関わる展覧会記録

近現代における「工芸」の展開佐藤 道信

▶「工芸」・「工芸史」という茫洋と捉えにくい 

領域を考える指針として、寄稿論考を収録。
 
東京藝術大学の佐藤道信氏は、 
明治時代における「工芸」概念の成立と 

その後辿った展開と工芸の未来、 
そして水本和美氏は、前近代の工芸に関し、 
出土品／伝世品の探究という表裏の存在である 

考古学と工芸史の協働の可能性について述べた 

必読の二編となる。

▶工芸史研究会の作家会員である 

畑中咲輝の陶芸作品をカラーページで掲載。

▶各分野を専門とする会員の論考（研究ノート・ 

調査報告・研究動向紹介）を掲載。

3/5



E-mail:  anyone@nanfangshuchu.com / ttoottoo82@yahoo.co.jp
Phone:  090-3405-8205     FAX:  047-413-0382　（担当：富澤大輔）

南方書局・新刊案内
『 工 芸 史  』 一 号
工芸史研究会

一
二
二

一
二
三

工
芸
史
　
一
号

綴
織
壁
飾
《
綴
織
壁
飾 

狩
の
図
》﹇
図
7
﹈（
迎
賓
館
赤
坂
離

宮
蔵
）

に
つ
い
て
は
、
大
橋
乗
保
氏6
、
小
栁
正
美
氏7
ら

に
よ
っ
て
関
係
資
料
や
制
作
過
程
に
関
す
る
研
究
が

な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究

を
踏
ま
え
《
武
士
山
狩
図
》
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工

芸
資
料
館
蔵
）﹇
図
8
﹈
と
、
綴
織
の
本
画
（
原
画
）

で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
《
鷹
狩
図
》
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）﹇
図
9
﹈
を
そ
の
他
関
係
資
料
と
併
せ
て
比
較
検
討

す
る
。
各
資
料
の
構
図
や
表
現
の
変
遷
を
た
ど
っ
た

石
崎
佳
菜
子
氏
に
よ
る
論
考8
を
参
照
し
つ
つ
、
現
時

点
で
判
明
し
て
い
る
本
作
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
ま

と
め
て
い
き
た
い
。

明
治
宮
殿
の
室
内
装
飾
等
を
手
掛
け
て
い
た
流
れ

か
ら
、
東
宮
御
所
に
納
め
る
た
め
の
内
装
織
物
を
制

作
し
て
い
た
二
代
甚
兵
衞
は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九

〇
五
）

三
月
頃
に
京
都
の
浅
井
の
も
と
を
訪
れ
て
、
東

図９　浅井忠《鷹狩図》
1906年、油彩・キャンバス、293.9× 391.4cm、

東京国立博物館蔵（筆者により作品部分をトリミング）

図７　二代川島甚兵衞《綴織壁飾  狩の図》
1913年、綴織壁掛、291.0× 397.8cm、迎賓館赤坂離宮蔵

図８　浅井忠《武士山狩図》
1905年、油彩・キャンバス、134.0× 195.0cm、

京都工芸繊維大学美術工芸資料館蔵　AN.3279

6
… 

大
橋
乗
保
「
浅
井
忠
筆
東
宮
御
所
壁
飾
下
絵
と
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（
『
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
研
究
報
告
人
文 

九
』
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
学
部
、
一
九
六
一
年
、
五
〜
三
十
七
頁
）

7
… 

小
栁
正
美
「
二
代
川
島
甚
兵
衞
作

　綴
織
壁
掛

　狩
の
図
（
武
士
山
狩
）
」（
『
國
華
』
第
一
四
八
七
号

　第
一
二
五
編

　第
二
冊
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
九
年
、
四
十
五
〜
四
十
八
頁
）

8
… 

石
崎
佳
菜
子
「
浅
井
忠
《
武
士
山
狩
図
》（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
」（
『
大
手
前
大
学
論
集
』
第
二
十
号
、
大
手
前
大
学
、
二
〇
一
九
年
、
十
五
〜
三
十
五
頁
）

澤
部
清
五
郎
原
画
《
春
郊
鷹
狩
》《
秋
庭
観
楓
》
の
制
作
に
関
す
る
一
考
察
　
―
―
浅
井
忠
原
画
《
狩
の
図
》
制
作
過
程
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て

神
野
　
有
紗

一
五
八

一
五
九

工
芸
史
　
一
号

染
付
蛸
唐
草
文
大
皿
（
部
分
、
筆
者
撮
影
）　
大
皿
片

A
（

10
.5
×

2
4

.5
c

m
）
表

一
六
二

一
六
三

工
芸
史
　
一
号

査
を
行
っ
た5
。
調
査
を
継
続
し
た
と
こ
ろ
、
十
八
世
紀
の
史
料
に
茶
道
具
の
補
修
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
当
該
時
期
の
資
料
調
査
を
行
っ
た
。
茶
道
人
口
の
増
加
や
出
版
文
化
の
隆
盛
を
背
景
に
、
茶
書
を
含
む

史
料
が
豊
富
に
な
り
、
補
修
に
由
来
す
る
銘
を
も
つ
伝
世
品
も
複
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
茶
の
湯
の
発
展
が
補
修

の
受
容
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
可
能
性
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
、
十
九
世
紀
ま
で
に
金
繕
い
が
普
及
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
出
土
資
料
に
関
す
る
実
見
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
各
調
査
の
概
要
を
報
告
し
、
江

戸
時
代
中
後
期
に
行
わ
れ
た
陶
磁
器
補
修
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

文
献
史
料
に

み

ら

れ

る

補
修
に

関
す

る

記
述

十
八
世
紀
以
降
の
茶
書
に
お
け
る
繕
い
に
関
す
る
記
述
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
茶
道
具
の
状
態
の
記
録
の
ほ
か
、

補
修
痕
跡
の
評
価
に
関
す
る
記
述
も
見
ら
れ
た
。
中
に
は
、
過
去
の
著
名
な
茶
人
が
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
価
値
観

に
関
連
付
け
て
述
べ
た
も
の
も
確
認
で
き
た
。
久
須
見
疎
安
に
よ
る
『
茶
話
指
月
集
』
（
元
禄
十
四
年
﹇
一
七
〇
一
﹈
）

に
は
、

古
田
織
部
が
完
品
の
茶
碗
を
「
全
き
茶
碗
は
ぬ
る
き
物
」
と
い
っ
て
わ
ざ
と
欠
け
さ
せ
て
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
よ
か
ら
ぬ
も
の
ず
き
」
と
す
る
評
価
も
あ
る
が
、
か
え
っ
て
利
休
は
ほ
め
た
た
え
た
と
あ
る6
。
関
連
す
る
伝
世
品

と
し
て
、
か
つ
て
織
部
が
所
持
し
た
と
伝
わ
る
《
大
井
戸
茶
碗

　須
弥
（
別
銘 

十
文
字
）》
（
三
井
記
念
美
術
館
所
蔵
）

が
あ
り
、

5
… 

拙
稿
「
陶
磁
器
に
施
さ
れ
た
『
繕
い
』
に 

関
す
る
研
究
―
十
二
世
紀
か
ら 

十
九
世
紀
の
漆
継
ぎ
を
中
心
に
―
」 

（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
論
文
、 

二
〇
一
六
年
度
提
出
）

6
… 

『
茶
話
指
月
集
』

（
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
十
巻
、

淡
交
社
、
一
九
五
六
年
）

二
二
〇
頁
。

付
属
す
る
添
状
「
十
文
字
井
戸
茶
碗
記
」
（
享
保
十
二
年
﹇
一
七
二
七
﹈
）

に
、
織
部
が
割
り
縮
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
没

後
お
よ
そ
百
年
が
経
過
し
た
十
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
も
、
織
部
の
行
為
や
千
利
休
が
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
価
値

観
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

同
時
期
の
史
料
に
は
、
補
修
痕
跡
そ
の
も
の
へ
の
評
価
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
衛
家
熙
の
侍
医
で
あ
っ
た
山

科
道
安
が
近
衛
家
熙
の
言
行
を
記
述
し
た
『
槐
記
』
に
お
い
て
、
補
修
痕
跡
に
関
す
る
記
述
が
二
件
確
認
で
き
た
。

ま
ず
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

十
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
深
諦
院
殿
（
東
本
願
寺
十
六
世
光
海
大
僧
正
）

の
茶
会
の
記
事
に
、

金
森
宗
和
作
の
「
御
花
生
」
に
つ
い
て
「
黒
ノ
繕
ヒ
金
繕
ヒ
景
多
シ
」
と
あ
り
、
漆
継
ぎ
と
金
繕
い
が
併
用
さ
れ
景

（
景
色
）

が
多
い
と
述
べ
て
い
る7
。
次
に
、
「
砧
ノ
花
入
」
に
つ
い
て
述
べ
た
享
保
十
二
年
の
記
録
に
、
「
利
休
ガ
物
好

キ
ト
ハ
云
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
焼
物
ニ
鎹
ヲ
打
ツ
コ
ト
、
心
得
ガ
タ
キ
事
ナ
リ
、
景
色
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
キ
カ
」
と
あ
る8
。
一

方
、「
馬
蝗
絆
」
の
銘
で
知
ら
れ
る
《
青
磁
輪
花
碗
》
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）

に
は
、
同
年
に
伊
藤
東
崖
が
記
し
た
「
馬

蝗
絆
茶
甌
記
」
が
付
属
し
、
足
利
義
政
が
所
持
し
た
こ
と
、
割
れ
た
た
め
同
様
の
も
の
を
求
め
て
中
国
に
送
っ
た
が
、

鎹
留
め
を
施
さ
れ
て
返
却
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
補
修
に
よ
り
趣
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
銘
は
補
修
痕
跡
に

由
来
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
鎹
留
め
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

の
跋
文
を
も
つ
『
茶
湯
故
事
談
』
に
は
、
「
雲
山
肩
衝
」
の
破
損
と
補
修
に
関
し
て
、
利
休

と
小
堀
遠
州
の
補
修
に
対
す
る
考
え
に
触
れ
な
が
ら
、
古
い
補
修
を
直
す
べ
き
で
は
な
く
、
継
ぎ
目
が
合
わ
な
い
現

状
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
小
堀
遠
州
の
判
断
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
頃
は
「
茶
碗
を
継
い
で
用

〈
調
査
報
告
〉
江
戸
時
代
中
後
期
に
お
け
る
陶
磁
器
補
修
の
事
例

巖
　
由
季
子

7
…

『
槐
記
』（
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
五
巻
、

淡
交
社
、
一
九
五
六
年
）
十
四
頁
。

8
…

享
保
十
二
年
三
月
二
十
九
日
。

前
掲
註
７
、
一
三
五
頁
。

一
八
八

一
八
九

工
芸
史
　
一
号

用
い
て
「
蜀
錦
」
な
い
し
経
錦
が
織
ら
れ
た
可

能
性
が
主
張
さ
れ19
、

二
〇
一
七
年
に
は
杭

州
・
中
国
絲
綢
博
物
館
主
導
で
、
こ
の
織
機
に

よ
る
ニ
ヤ
遺
跡
出
土
《
五
星
出
東
方
利
中
國

錦
》（
原
品
：
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
所
蔵
、﹇
図
5
﹈
）

の
復
元
事
業
が
行
わ
れ
た20
。
こ
の
織
機
は
、
胡

玉
端
氏
ほ
か
〔
一
九
八
〇
〕21
が
か
つ
て
報
告
し

た
、
四
川
省
双
流
県
の
農
村
で
用
い
ら
れ
て
い

た
「
丁
橋
織
機
」
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
﹇
図

6
﹈
。
筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
七
月
に
中
国
絲
綢

博
物
館
と
四
川
省
博
物
館
を
訪
れ
、
復
元
さ
れ

た
老
官
山
漢
墓
出
土
模
型
と
出
土
模
型
原
品
を

見
学
し
た
。
そ
の
際
の
展
示
資
料
と
、
趙
豊
氏

ほ
か
〔
二
〇
一
七
〕
の
報
告
を
参
考
に
、
そ
の

概
要
を
述
べ
る
。
二
つ
の
織
機
は
、
框か

ま
ちに

糸
を

張
っ
た
紋
綜
絖
を
織
機
の
前
後
に
大
量
に
並
べ

19
…

馮
永
德
「
浅
談
成
都
老
官
山
漢
墓
出
土
蜀
錦
織

錦
」
『
四
川
蚕
業
』
、
二
〇
一
三
―
四
、
二
〇
一

三
年
、
五
十
五
―
五
十
六
頁
。

20
…

中
国
絲
綢
博
物
館
『
神
機
妙
算 

世
界
織
機
與

織
造
芸
術
』
展
図
録
、
二
〇
一
七
年
。

21
…

胡
玉
端
・
王
君
平 

等
「
従
丁
橋
織
機
看
蜀
錦
織

機
的
発
展
―
関
於
多
綜
多
躡
機
的
調
査
報
告
」

『
中
国
紡
織
科
学
技
術
史
資
料
』
、
北
京
紡
織
科

学
研
究
所
、
一
九
八
〇
年
、
五
十
―
六
十
二
頁
。

ほ
か
、
框
型
の
紋
綜
絖
と
連
動
す
る
の
は
踏
木

一
本
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
別
々

の
紋
綜
絖
を
選
択
す
る
の
か
と
い
う
と
、
織
機

上
部
に
挿
し
込
ま
れ
た
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
臍ほ

ぞ

の
あ
る

木
の
棒
と
、
紋
綜
絖
を
挟
む
よ
う
に
前
後
に
ス

ラ
イ
ド
す
る
別
の
フ
レ
ー
ム
が
繋
が
っ
て
お
り
、

こ
の
棒
を
奥
に
押
し
込
む
こ
と
で
、
前
後
に
大

量
に
並
べ
ら
れ
た
框
型
の
紋
綜
絖
が
順
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
踏
木
を
踏
み
、

上
が
っ
た
紋
綜
絖
に
よ
っ
て
経
糸
を
上
口
開
口

し
、
そ
の
間
に
緯
糸
を
入
れ
る
。
次
に
地
綜
絖

の
踏
木
を
踏
み
緯
糸
を
入
れ
て
平
組
織
を
成
し
、

再
び
上
部
の
棒
を
押
し
込
み
、
次
の
紋
綜
絖
を

選
択
し
て
緯
入
れ
を
行
う
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
林
梅
村
氏
〔
二
〇
一
七
〕

は
、
漢
時
代
の
錦
生
産
の
中
心
は
や
は
り
生
産

図６　四川省双流県　
多綜式提花機（丁橋織機）
　（引用：劉輝〔註 23〕図 5）

図５　《五星出東方利中國錦》
護臂　（ニヤ遺跡出土、引用：
中日日中共同ニヤ遺跡学術調査
〔註 16〕、巻２、図版編、
図版 86―13）

て
い
る
と
い
う
点
で
は
類
似
す
る
が
、
そ
の
操

作
方
法
が
異
な
る
。
丁
橋
織
機
は
機
台
の
下
に
、

紋
綜
絖
そ
れ
ぞ
れ
に
連
動
す
る
踏
木
を
一
列
に

並
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
老
官
山
漢
墓
出
土
模

型
で
は
、
地
綜
絖
に
つ
な
が
る
二
本
の
踏
木
の

〈
研
究
史
〉
中
国
「
経
錦
」
研
究
の
百
年

廣
谷
　
妃
夏

一
七
八

一
七
九

工
芸
史
　
一
号

経
糸
に
色
糸
を
用
い
て
文
様
を
織
り
だ
す
特
徴

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る5
。
ま
た
、
龍
村
と
同
じ

く
西
陣
で
染
織
史
研
究
を
牽
引
し
た
佐
々
木
信

三
郎
は
、
『
日
本
上
代
織
技
の
研
究
』〔
一
九
五

一
〕
に
お
い
て
、
上
代
の
錦
の
実
物
分
析
と
観

察
を
綿
密
に
重
ね
、
そ
の
組
織
構
造
を
図
解
と

と
も
に
報
告
し
た
﹇
図
2
﹈ 6
。
経
錦
を
構
成
す
る

緯
糸
に
、
組
織
と
顕
紋
（
文
様
表
出
）

の
二
つ
の

役
割
が
あ
る
点
、
複
数
色
で
一
組
に
な
っ
た
経

糸
が
、
一
・
二
・
三
・
三
・
二
・
一
…
と
い
う

よ
う
に
打
ち
返
し
て
整
経
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
、

現
在
の
経
錦
技
法
の
基
本
的
な
理
解
は
氏
の
報

告
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
仮
称
と
し

て
「
経
錦
」
お
よ
び
「
緯
錦
」
の
語
を
あ
て
て

お
り
、
現
在
で
は
中
国
も
含
む
漢
字
文
化
圏
に

お
い
て
は
「
経
錦
」「
緯
錦
」
の
語
を
も
っ
て
研

5
…

東
京
帝
室
博
物
館
『
御
物
上
代
染
織
文
』
第
一

輯
―
第
二
十
四
輯
、
一
九
二
七
年
、
解
説
二
頁
。

ま
た
、
上
下
巻
版
が
一
九
二
九
年
に
発
行
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
中
の
上
代
裂
に
つ
い

て
は
、
澤
田
む
つ
代
氏
が
長
年
に
わ
た
り
整
理

お
よ
び
調
査
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
『
上
代
裂

集
成
―
古
墳
出
土
の
繊
維
製
品
か
ら
法
隆
寺
・

正
倉
院
裂
ま
で
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

〇
一
年
。

6
…

佐
々
木
信
三
郎
『
日
本
上
代
織
技
の
研
究
（
川

島
織
物
研
究
所
報
告
：
第
二
報
）
』
川
島
織
物

研
究
所
、
一
九
五
一
年
。

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る7
。

こ
の
よ
う
な
組
織
構
造
の
共
通
理
解
を
経
て

課
題
と
な
っ
た
の
は
、
経
錦
を
織
り
だ
す
た
め

に
ど
の
よ
う
な
織
機
が
使
わ
れ
た
か
、
と
い
う

問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
、

太
田
英
蔵
〔
一
九
五

三
〕
は
、
経
錦
は
い
わ
ゆ
る
「
空そ

ら

引ひ
き

機ば
た

」﹇
図
3
﹈

に
よ
る
製
織
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
名
前
の

由
来
で
も
あ
る
、
こ
の
織
機
の
紋も

ん

綜そ
う

絖こ
う

（
文
様
に

即
し
て
経
糸
を
開
口
さ
せ
る
装
置
）

の
機
能
は
、
概
ね

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
経
糸
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の

糸
（
通つ

う

糸じ

）

を
つ
な
げ
、
さ
ら
に
通
糸
を
ま
と
め

た
糸
（
大
通
糸
）

を
、
あ
ら
か
じ
め
単
位
文
様
に

即
し
て
粗
く
編
ん
で
お
く
。
こ
の
状
態
の
糸
を

花
本
と
い
う
。
空
引
工
は
、
機
台
上
部
（
花
楼
）

に
乗
っ
て
、
こ
の
花
本
を
引
っ
張
っ
て
紋
綜
絖

7
…

現
在
の
中
国
の
関
連
研
究
で
は
、
平
組
織
経
錦

は
「
平
紋
経
錦
」
、
綾
組
織
緯
錦
は
「
斜
紋
緯

錦
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

〈
研
究
史
〉
中
国
「
経
錦
」
研
究
の
百
年

廣
谷
　
妃
夏

図３―１　空引機（花楼機）
（原図：〔明〕宋応星『天工開物』、筆者加工）
参考として中国・明時代の空引機の図を挙げる。

図２　複様平組織経錦　要領図　
（引用：佐々木信三郎〔1951、註６〕62頁、図 49・50）

二
一
八

二
一
九

工
芸

史
　

一
号

●
2008.9.23㊋㈷ – 12.25㊍
前期：9.23㊋㈷ – 11.9㊐
後期：11.11㊋ – 12.25㊍

秋季展 :細川家の能面・能装束 永青文庫

● 2008.10.4㊏ – 11.30㊐ 特別展茶人のまなざし :森川如春庵の世界 三井記念美術館

● 2008.10.4㊏ – 12.7㊐ 企画展 かたちのエッセンス :平松保城のジュエリー 東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2008.10.4㊏ – 12.7㊐ 所蔵作品展 近代工芸の名品―陶芸 : 所蔵作品展 東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2008.10.4㊏ – 12.7㊐ 所蔵作品展 こども工芸館 ［装飾／デコ］ 東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2008.10.4㊏ – 12.7㊎ 岩崎家の古伊万里―華麗なる色絵磁器の世界― 静嘉堂文庫美術館
● 2008.10.5㊐ – 12.24㊌ 青磁と染付展―青・蒼・碧― 戸栗美術館
● 2008.10.18㊏ – 12.21㊐ インドネシア更紗のすべて 伝統と融合の芸術 大倉集古館
● 2008.11.1㊏ – 12.23㊋㈷ やきものに親しむ VI 陶磁の東西交流 出光美術館
● 2008.11.8㊏ – 1.18㊐ アーツ・アンド・クラフツ展―イギリス・アメリカ― パナソニック汐留美術館

● 2008.12.10㊌ – 1.24㊏
旧金剛宗家伝来能面54面の重要文化財新指定記念 : 

寿ぎと幽玄の美 国宝雪松図と能面 三井記念美術館

● 2008.12.20㊏ – 2009.2.22㊐
所蔵作品展 きものの輝き／

漆・木・竹工芸の美 : 所蔵作品展 
東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2008.12.23㊋㈷ – 2009.1.26㊊ japan 蒔絵―宮殿を飾る 東洋の燦めき― サントリー美術館
● 2009.1.6㊋ – 3.29㊐ 吉祥文様展 戸栗美術館
● 2009.1.10㊏ – 2.15㊐ 文字の力・書のチカラ―古典と現代の対話― 出光美術館

● 2009.2.4㊌ – 4.5㊐
三井家のおひなさま特別展示 :きもの

 ― 明治のシック・大正のロマン・昭和のモダン 三井記念美術館

● 2009.2.14㊏ – 3.22㊐
静嘉堂文庫の古典籍 

第7回 古地図の楽しみ―江戸時代の町を歩く― 静嘉堂文庫美術館

● 2009.2.21㊏ – 3.22㊐
近代日本画のロマン 

小杉放菴と大観―響きあう技とこころ― 出光美術館

● 2009.3.7㊏ – 5.10㊐ 所蔵作品展 近代工芸の名品―花 : 所蔵作品展 東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2009.3.28㊏ – 5.17㊐ 一瞬のきらめき まぼろしの薩摩切子 サントリー美術館

● 2009.3.28㊏ – 5.31㊐
日仏交流150周年記念 特別展 :Story of … 

カルティエ クリエイション ― めぐり逢う美の記憶 東京国立博物館

● 2009.4.2㊌ – 6.28㊐ 天上の織物 山口伊太郎遺作 :源氏物語 錦織絵巻展 大倉集古館
● 2009.4.4㊏ – 5.17㊎ 筆墨の美―水墨画展 第1部 中国と日本の名品 静嘉堂文庫美術館
● 2009.4.5㊐ – 6.28㊐ 柿右衛門展―ヨーロッパを魅了した東洋の華― 戸栗美術館
● 2009.4.15㊌ – 6.28㊐ 三井家伝来 茶の湯の名品 三井記念美術館
● 2009.4.18㊏ – 6.14㊐ 板谷波山をめぐる近代陶磁 泉屋博古館分館

● 2009.4.25㊏ – 5.31㊐
日本の美・発見 I 水墨画の輝き
―雪舟・等伯から鉄斎まで― 出光美術館

● 2009.5.16㊏ – 6.28㊐
所蔵作品展 ヨーロッパの工芸とデザイン : 
アール・ヌーヴォーから現代まで 

東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2009.5.30㊏ – 7.26㊎ 唐三彩と古代のやきもの 静嘉堂文庫美術館
● 2009.6.6㊏ – 7.20㊊㈷ 日本の美・発見 II やまと絵の譜 出光美術館

● 2009.6.13㊏ – 6.14㊐ One Day Chair Show Part 9 編む woven seat 美術資料図書館
彫刻陳列室

● 2009.6.24㊌ – 9.7㊐
生誕150年 ルネ・ラリック 

華やぎのジュエリーから煌きのガラスへ 国立新美術館　

● 2009.7.4㊏ – 7.28㊋ 大倉喜八郎と大倉集古館 事業と美術品蒐集の軌跡 大倉集古館
● 2009.7.5㊐ – 9.27㊐ 古伊万里小皿・向付展―愛しき掌の世界― 戸栗美術館

● 2009.7.7㊋ – 8.30㊐
所蔵作品展 こども工芸館 ¿ ! コレクション

おとな工芸館 涼しさ招く 
東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2009.7.11㊏ – 9.6㊐ 特別展知られざるタオの世界 :道教の美術 TAOISM ART 三井記念美術館
● 2009.7.14㊋ – 9.6㊐ 特別展 :染付―藍が彩るアジアの器 東京国立博物館

● 2009.7.25㊏ – 9.6㊐
美しきアジアの玉手箱

―シアトル美術館所蔵 日本・東洋美術名品展 サントリー美術館

● 2009.7.28㊋ – 9.13㊐ 江戸の幟旗 庶民の願い・絵師の技 渋谷区立松濤美術館
● 2009.8.1㊏ – 9.6㊐ やきものに親しむ VII 中国の陶俑―漢の加彩と唐三彩― 出光美術館
● 2009.8.4㊋ – 9.27㊐ 館蔵品展 花華 日本・東洋美術に咲いた花 大倉集古館

● 2009.9.4㊎ – 11.3㊋
企画展 染野夫妻陶芸コレクション :

リーチ 濱田 豊藏 壽雪 
東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2009.9.4㊎ – 11.3㊋ 所蔵作品展 近代工芸の名品―陶芸 : 所蔵作品展 東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2009.9.19㊏ – 10.18㊐ 芭蕉 〈奥の細道〉からの贈りもの 出光美術館
● 2009.9.19㊏ – 11.3㊋ 美しの和紙―天平の昔から未来へ― サントリー美術館

● 2009.9.19㊏ – 11.23㊐
慶應義塾創立150年記念 夢と追憶の江戸
―高橋誠一郎浮世絵コレクション名品展― 三井記念美術館

● 2009.10.3㊏ – 12.13㊐ 特別展 :根来 大倉集古館
● 2009.10.4㊐ – 12.23㊌ 鍋島と景徳鎮展―君主の磁器― 戸栗美術館
● 2009.10.6㊋ – 11.29㊐ 御即位20年記念 特別展 :皇室の名宝―日本美の華 東京国立博物館
● 2009.10.7㊌ – 11.8㊐ 新・根津美術館展 第1部 国宝那智瀧図と自然の造形 根津美術館
● 2009.10.17㊏ – 12.20㊐ タイル・アートの巨匠 ウィリアム・ド・モーガン パナソニック汐留美術館
● 2009.10.24㊏ – 12.13㊐ 秋季特別展 :幻の京焼 京都瓢池園 泉屋博古館分館
● 2009.10.31㊏ – 12.20㊐ ユートピア―描かれし夢と楽園― 出光美術館
● 2009.10.31㊏ – 2010.1.17㊐ ラグジュアリー :ファッションの欲望 東京都現代美術館
● 2009.10.31㊏ – 2010.4.18㊐ 藤本能道展 :命の残照のなかで 菊池寛実記念 智美術館

● 2009.11.14㊏ – 2010.1.31㊐ 企画展 装飾の力 :現代工芸への視点 東京国立近代美術館
工芸館／国立工芸館

● 2009.11.18㊌ – 12.23㊌㈷ 新・根津美術館展 第1部 : 国宝那智瀧図と自然の造形 根津美術館
● 2009.12.5㊏ – 2010.2.7㊐ 特別展江戸の粋・明治の技 柴田是真の漆 × 絵 三井記念美術館
● 2010.1.2㊏ – 3.14㊐ 新春を寿ぐ 大倉コレクション : 能面・能装束展 大倉集古館
● 2010.1.5㊐ – 3.28㊐  町人文化と伊万里焼―うつわからみる江戸の食― 戸栗美術館

● 2010.1.9㊏ – 2.28㊐
新創記念特別展 第3部 

陶磁器ふたつの愉楽 観るやきもの・使ううつわ 根津美術館

● 2010.1.9㊏ – 3.14㊐ 春の妝い 泉屋博古館分館
● 2010.1.9㊏ – 3.22㊊ 麗しのうつわ―日本やきもの名品選― 出光美術館

● 2010.1.27㊌ – 3.14㊐
サントリー美術館所蔵品展 :
おもてなしの美―宴のしつらい サントリー美術館

● 2010.2.6㊏ – 3.22㊊ 国宝・曜変天目と付藻茄子―茶道具名品展― 静嘉堂文庫美術館
● 2010.2.6㊏ – 4.11㊐ MOTアニュアル2010:装飾 東京都現代美術館

会期　（年 .月 .日） 展覧会名 会場 会期　（年 .月 .日） 展覧会名 会場

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

「
工

芸
」

関
連

展
覧

会
年

表
 

三
二

三
三

工
芸
史
　
一
号

〈
会
員
作
品
〉

畑
中

　咲
輝二

〇
一
五
年

　東
京
藝
術
大
学
工
芸
科
入
学

二
〇
一
八
年

　李
氏
朝
鮮
時
代
の
焼
き
物
に
憧
れ
て

　
　
　
　
　
　韓
国
伝
統
文
化
大
学
交
換
留
学

二
〇
一
九
年

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
の
博
物
館
で
た
く
さ
ん
の
土
器
を
見
る

二
〇
二
〇
年

　東
京
藝
術
大
学
卒
業

二
〇
二
三
年
よ
り
中
国
美
術
学
院 

留
学
中

 h
ttp
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w

w
.sakih

atan
aka.co

m
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:@

saki_h
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aka

五
二

五
三

工
芸
史
　
一
号

し
た
。
機
構
側
が
概
念
を
保
証
し
た
形
で
、
い
わ
ば
概
念
と
機
構
の
相
互
保
証
で
す
。
そ

し
て
「
藝
術
」
の
語
が
、
前
代
の
余
分
な
も
の
を
削
ぎ
落
と
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
美

術
・
音
楽
・
文
学
・
演
劇
等
の
総
称
に
な
っ
た
の
は
、
本
来
「
藝
術
」
の
語
が
も
っ
て
い

た
包
括
性
ゆ
え
で
し
た
。
そ
の
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
部
分
が
、
い
ま
「
芸
」
の
字
が
使
わ
れ

て
い
る
「
文
芸
」
「
演
芸
、
芸
能
」
「
武
芸
」
「
工
芸
」
「
園
芸
」
等
と
し
て
残
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

「
美
術
」
の
人
と
モ
ノ

ま
た
「
美
術
」
が
指
す
人
や
モ
ノ
に
つ
い
て
は
、﹇
図
2
﹈
の
よ
う
な
経
緯
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
近
代
に
「
美
術
」
家
に
な
っ
て
い
く
人
々
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
画
工
」「
彫
工
」「
陶

工
」「
漆
工
」「
金
工
」「
木
工
」「
石
工
」「
織
工
」
等
と
よ
ば
れ
た
人
々
で
す
。
ま
た
こ
れ

ら
の
語
は
、
そ
の
分
野
の
人
（
た
く
み
）

と
同
時
に
技
術
（
こ
う
）

も
指
し
ま
し
た
。「
士
農
工

商
」
の
身
分
制
度
で
い
え
ば
、「
工
」
階
級
の
人
と
職
能
が
中
心
で
す
。
そ
の
中
で
御
用
絵

師
狩
野
派
の
よ
う
に
、
武
士
階
級
の
た
め
の
絵
を
描
く
集
団
は
武
士
身
分
を
も
つ
と
い
っ

た
、
階
級
美
術
と
し
て
実
際
に
は
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
職
能
と
し
て
い
え
ば
、

〈
「
工
」
の
「
芸
」〉
と
し
て
の
「
工
芸
」
が
、
い
ま
い
う
「
美
術
」
に
近
い
状
況
の
語
だ

図２　「美術」の人、モノ（制作）、機構の生成

近
現
代
に
お
け
る
「
工
芸
」
の
展
開

佐
藤
　
道
信

書画
調度
道具
彫物
置物
細工
etc.

工

芸

画工
彫工
陶工
漆工
金工
木工
石工
織工
etc.

絵画技芸 彫刻
美術工芸

美　　術

美術学校

工芸学校工　芸

工業学校工　業

産　　業

明治２０年

2
、
「

美
術
」

の

近
代

概
念
用
語
の
生
成

現
在
一
般
的
に
流
通
し
て
い
る
美
術
用
語
が
で
き
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
近
代
で
す
。

「
美
術
」
は
、
ウ
ィ
ー
ン
万
博
へ
の
出
品
を
国
内
に
促
す
た
め
、
前
年
（
一
八
七
二
年
（
明
治

五
）
）

に
出
さ
れ
た
布
告
の
中
で
使
わ
れ
ま
し
た
（
ド
イ
ツ
語
のk

u
n
s
tg
e
w
e
r
b
e

の
訳
語
）
。
「
絵

画
」
は
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）

の
内
国
「
絵
画
」
共
進
会
。
「
彫
刻
」
は
、
一
八
七
六

年
（
明
治
九
）

設
立
の
工
部
美
術
学
校
「
彫
刻
」
科
。
「
美
術
工
芸
」
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治

二
十
二
）

の
東
京
美
術
学
校
「
美
術
工
芸
」
科
。
「
建
築
」
は
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
）

の

「
建
築
」
学
会
で
、
い
ず
れ
も
公
的
名
称
と
し
て
現
れ
ま
し
た
。

ま
た
美
術
が
「
美
術
」
と
い
う
語
と
し
て
成
立
し
た
の
に
は
、
前
史
と
し
て
「
藝
術
」

と
い
う
語
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
﹇
図
1
﹈
。
占
卜
や
農
業
ま

で
含
み
、
才
能
や
才
幹
を
示
す
語
だ
っ
た
「
藝
術
」
が
、「
美
道
」
で
も
「
美
芸
」
で
も
な

い
「
美
術
」
と
い
う
語
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
意
識
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、

「
美
術
」
が
実
際
に
何
を
示
す
の
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
は
、
博
覧
会
・
博
物
館
の
「
美

術
」
部
や
、「
美
術
」
学
校
で
実
際
に
扱
わ
れ
た
内
容
が
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
と
な
り
ま

図１　「美術」という語の言語的生成

藝　　術
演芸・芸能

画学・像ヲ作ル術
音楽・詩学

美　術

美術・音楽
文学・演劇

芸　術

武　芸

工　芸

園　芸

八
四

八
五

工
芸
史
　
一
号

成
し
て
い
た
西
洋
へ
の
志
向
）

は
、
実
は
江
戸
時
代
ま
で
に
日
本
列
島
に
蓄
積
・
達
成
さ
れ
て
い
た
在
来
の

技
術
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
よ
く
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る7
。

な
お
、
こ
こ
で
は
日
本
史
上
の
時
代
区
分
に
沿
う
形
で
記
述
し
た
が
、
考
古
学
的
に
は
、

層
位
と
石
器
、
土
器
等
の
遺
物
の
編
年
で
時
期
区
分
を
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
前
後

の
時
代
に
つ
い
て
曖
昧
な
領
域
も
存
在
す
る
。
こ
の
区
分
を
使
う
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
美

術
史
と
の
協
働
を
前
提
と
し
た
論
述
の
便
宜
上
の
こ
と
で
、
物
質
文
化
か
ら
み
た
自
律
的

な
時
代
区
分
論
を
い
ず
れ
は
展
開
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三

、

考

古

資

料

と

美

術

品

（
1
）

考
古
資
料
と

　
　美
術
品
（
伝
世
品
）

の

　
　共
通
性
と
違
い

本
章
の
問
題
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
論
じ
て
き
た8
。
①

考
古
資
料
と
美
術
品
（
伝
世
品
）

の
共
通
性
と
違
い
、
②
コ

遮
断
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

（
10
）

明
治
時
代
以
降

西
洋
化
・
近
代
化
が
進
め
ら
れ
た
明
治
時
代
以
降
も
、
考
古
学
の
対
象
で
あ
る
。
特
に
、
最
近
で

は
東
京
都
港
区
・
高
輪
築
堤
跡
の
発
見
に
伴
い
、
近
代
遺
跡
の
見
直
し
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
さ

て
、
こ
の
明
治
時
代
以
降
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
顔
料
に
化
学
釉
で
あ
る
コ
バ
ル
ト
を
用
い
た

磁
器
が
あ
る
。
ま
さ
に
明
治
以
降
の
西
洋
化
を
象
徴
す
る
が
、
一
方
で
生
活
道
具
に
つ
い
て
は
、
考

古
学
的
に
は
、
江
戸
に
お
い
て
は
関
東
大
震
災
ま
で
は
継
続
的
な
あ
り
方
を
示
す
。
一
気
に
生
業
を

失
っ
た
武
家
地
と
、
町
人
地
等
で
は
そ
の
変
容
も
ま
た
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
辺
り
は
、
現

在
は
よ
り
象
徴
的
な
場
所
に
特
化
し
が
ち
な
近
代
以
降
の
発
掘
調
査
が
よ
り
広
が
り
を
見
せ
な
い
と

み
え
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
、
資
料
を
さ
ら
に
集
め
て
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

廃
藩
置
県
に
よ
り
、
武
家
か
ら
解
放
（
職
を
失
っ
た
）

さ
れ
た
職
人
た
ち
の
中
か
ら
、
美
術
史
で
も
、

い
わ
ゆ
る
「
超
絶
技
巧
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
域
の
製
品
・
作
品
が
生
ま
れ
る
。
こ
こ
の
部
分
で
、

江
戸
時
代
の
職
人
が
す
で
に
持
っ
て
い
た
意
匠
・
技
術
を
考
古
学
、
美
術
史
双
方
で
研
究
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
肝
要
と
な
ろ
う
。
明
治
時
代
に
導
入
さ
れ
て
い
く
、
西
洋
近
代
へ
の
志
向
（
産
業
革
命
を
達

7
…
水
本
和
美 

「
饗
応
で
創
出
、
共
有
さ
れ
て
き
た 

「
古
」
と
「
当
世
」
―
江
戸
遺
跡 

出
土
陶
磁
器
の
意
匠
の
隆
盛
、 

材
料
・
技
術
を
拓
い
た
消
費
―
」 

『
東
京
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年
報

　十
三
』 

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
、 

二
〇
二
一
年
。

8
…
水
本
和
美
・
桐
野
文
良
・
冨
川
武
史
・
大
八
木
謙
司 
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（The 9th International C
onference on the B
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the U
se of M

etals and A
lloys

）,  

2
017. 

要
旨
集
（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

考
古
学
と
美
術
工
芸
史
研
究

水
本
　
和
美

七
〇

七
一

工
芸
史
　
一
号

考
古
学
と
美
術
工
芸
史
研
究

　
　
　水
本

　和
美

一
四
四

一
四
五

工
芸
史
　
一
号

以
上
の
分
析
に
よ
り
、
清
朝
の
宮
廷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
み
て
、
「
丸
文
」
は
清
朝
に
お
い
て
雍
正
期
か
ら
清
朝

晩
期
ま
で
愛
用
さ
れ
た
装
飾
文
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
丸
文
」
が
不
規
則
に
配
置
さ
れ
る
点
は
共
通
す
る
が
、

概
ね
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
第
一
に
、
抽
象
化
さ
れ
た

花
卉
の
俯
瞰
図
の
よ
う
な
幾
何
学
文
様
で
あ
る
。
こ
の
類

の
「
丸
文
」
を
先
駆
け
て
表
し
た
の
は
雍
正
期
の
陶
磁
器

で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
漆
器
、
琺
瑯
器
な
ど
に
も
見
出
さ

れ
る
。
そ
の
起
源
は
明
清
代
に
流
行
し
て
い
た
絹
織
物
、

「
宋
錦
」
の
模
様
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
具

象
的
な
植
物
文
や
動
物
文
を
円
形
枠
の
中
に
収
め
る
文
様

で
あ
る
。
「
丸
文
」
の
文
様
要
素
と
し
て
の
登
場
時
期
は

抽
象
文
で
あ
る
幾
何
学
文
様
よ
り
や
や
遅
れ
、
漆
器
や
染

織
品
な
ど
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
吉
祥
を
象
徴
す

る
意
匠
を
取
り
込
む
点
が
特
色
で
あ
る
。

3
・
天
啓
赤
絵
に
見
る
「
丸
文
」
に
つ
い
て

次
に
「
丸
文
」
が
表
さ
れ
た
、
明
末
の
景
徳
鎮
民
窯
で

製
作
さ
れ
た
貿
易
陶
磁
、
天
啓
赤
絵
に
目
を
向
け
る
。
筑

波
大
学
所
蔵
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
《
五
彩
丸
文
鉢
》﹇
図
3
﹈

と
出
光
美
術
館
所
蔵
《
色
絵
丸
繋
文
鉢
》﹇
図
4
﹈
に
対
す
る

筆
者
に
よ
る
実
見
調
査
を
踏
ま
え
、
「
丸
文
」
を
伴
う
天

啓
赤
絵
の
共
通
点
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
い
ず
れ
も
轆
轤

成
形
に
よ
っ
て
厚
く
作
り
上
げ
ら
れ
、
や
や
濁
っ
た
釉
薬

を
全
面
に
厚
く
施
し
、
胎
土
の
な
か
に
も
不
純
物
が
混
じ

り
、
表
面
に
多
く
の
砂
が
見
ら
れ
る
。
形
状
も
整
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
民
窯
ら
し
い
素
朴
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
絵

付
け
法
は
「
豆
彩
」
と
近
似
し
、
下
絵
付
け
の
染
付
と
上

絵
付
け
の
赤
絵
が
併
用
さ
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

「
丸
文
」
の
表
現
に
注
目
す
る
と
、
両
作
例
と
も
に
、

清
朝
工
芸
に
お
け
る
「
丸
文
」
の
受
容
と
展
開
　
―
天
啓
赤
絵
と
清
朝
宮
廷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
視
座
と
し
て
―

高
　
家
融

図３　《五彩丸文鉢》　筑波大学石井コレクション
筆者撮影

図４　《色絵丸繋文鉢》　出光美術館
筆者撮影

二
二

二
三

工
芸
史
　
一
号

（
二
〇
二
一
年
八
月
九
日 

時
点
） 

ま
す
。
工
芸
に
関
連
す
る
美
術
館
・

博
物
館
・
製
作
地
・
工
房
・
史
跡
な

ど
に
足
を
運
び
、
見
学
し
ま
す
。
会

員
は
課
外
活
動
の
提
案
や
企
画
立
案

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
視
察
内

容
は
後
日
、
論
集
に
報
告
書
と
し
て

掲
載
し
ま
す
。

〈
論
集
〉

　活
動
内
容
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総

括
、
工
芸
に
関
連
す
る
投
稿
論
文
、

課
外
活
動
等
の
報
告
書
を
掲
載
し
ま

す
。
投
稿
者
は
投
稿
規
約
に
基
づ
い

て
投
稿
し
、
作
成
は
運
営
の
編
集
委

員
に
一
任
し
ま
す
。

5運
営
方
針　本

研
究
会
で
は
、
基
本
的
に
会
員

の
合
意
に
基
づ
き
、
活
動
内
容
・
日

時
・
開
催
方
法
等
を
決
定
し
ま
す
。

〈
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
〉

・
参
加
者
各
人
の
本
業
及
び
生
活
を

充
実
さ
せ
る
時
間
の
確
保
に
十
分
に

配
慮
し
た
上
で
、
研
究
会
を
開
催
し
、

運
営
委
員
会
の
各
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
子
育
て
、
介
護
、
通
院
、
障
害
等

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
的
制
約
の
あ
る
参

加
者
で
も
参
加
し
や
す
く
、
ま
た
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

〈
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
〉

・
本
研
究
会
は
、
当
事
者
間
の
非
対

称
な
力
関
係
に
よ
る
会
員
の
権
利
、

尊
厳
を
脅
か
す
言
動
を
排
除
し
、
安

全
な
研
究
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

・
性
別
、
年
齢
、
民
族
、
言
語
、
国

籍
、
文
化
、
宗
教
、
障
が
い
、
性
的

指
向
、
社
会
的
立
場
等
の
差
異
に
よ

り
生
じ
る
差
別
的
言
動
を
拒
否
し
ま

す
。

・
会
員
、
非
会
員
に
拘
ら
ず
、
研
究

会
運
営
上
の
協
力
又
は
委
託
業
務
が

発
生
し
た
場
合
は
、
相
応
の
謝
礼
を

協
議
の
上
支
払
い
ま
す
。

・
運
営
委
員
会
に
お
い
て
も
見
え
な

い
労
働
を
評
価
し
、
業
務
が
属
人
化

し
な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉

・
不
確
実
性
の
高
い
時
代
に
あ
っ
て

も
、
短
い
ス
パ
ン
で
価
値
観
や
情
報

収
集
の
方
法
を
見
直
し
、
常
に
最
適

化
し
ま
す
。
例
え
ば
時
代
に
あ
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を

模
索
し
、
既
存
の
手
法
に
固
執
す
る

こ
と
な
く
更
新
し
ま
す
。

・
上
下
関
係
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
議
論
、
好
奇

心
の
探
求
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
雰
囲

気
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・
発
言
者
の
不
安
感
や
抵
抗
感
の
無

い
研
究
会
を
目
指
し
ま
す
。
運
営
は

誰
で
も
発
言
し
や
す
い
体
制
を
作
り
、

参
加
者
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
促
し
ま
す
。

〈
境
界
の
横
断
〉

・
性
別
、
年
齢
、
民
族
、
言
語
、
国

籍
、
文
化
、
障
が
い
、
社
会
的
立
場

等
に
お
い
て
差
異
を
有
す
る
人
々
が

み
な
、
安
心
し
て
積
極
的
に
参
画
で

き
る
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

・
各
工
芸
分
野
、
工
芸
研
究
に
関
わ

る
各
学
問
分
野
を
横
断
す
る
こ
と
で
、

工
芸
の
諸
相
に
対
し
多
様
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
試
み
ま
す
。

・
研
究
者
、
実
作
者
、
企
業
人
な
ど

立
場
や
経
歴
の
垣
根
を
越
え
て
、
異

な
る
観
点
や
価
値
観
を
共
有
し
、
理

解
し
合
い
な
が
ら
個
々
の
知
見
を
深

め
ま
す
。

・
あ
ら
ゆ
る
境
界
を
跨
い
だ
創
造
的

実
践
と
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
喜
び

を
尊
重
し
、
共
有
し
ま
す
。

〈
フ
ラ
ッ
ト
な
文
化
〉

・
分
野
を
問
わ
ず
工
芸
に
関
す
る
多

様
な
問
題
意
識
を
受
け
入
れ
、
個
々

の
研
究
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
イ
ン
プ

ッ
ト
す
る
場
を
提
供
し
、
工
芸
研
究

の
発
展
に
活
か
し
ま
す
。

・
工
芸
史
研
究
会
で
は
、
上
下
関
係

な
く
会
員
一
人
一
人
が
同
じ
権
限
を

持
つ
こ
と
を
重
視
し
ま
す
。
こ
の
研

究
会
の
特
性
を
活
か
し
、
会
員
が
自

主
性
を
持
っ
て
会
の
活
動
を
リ
ー
ド

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

4活
動
内
容　研

究
発
表
の
場
を
設
け
、
年
内
に

行
わ
れ
た
活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、

論
集
を
刊
行
し
ま
す
。
課
外
活
動
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
実
施
を
検
討

し
ま
す
。
研
究
会
の
参
加
者
は
基
本

的
に
会
員
と
し
ま
す
が
、
内
容
に
応

じ
て
知
見
を
有
す
る
関
係
者
を
招
待

し
ま
す
。

〈
発
表
〉

　発
表
内
容
は
、
学
会
の
事
前
発
表

や
研
究
ノ
ー
ト
、
調
査
報
告
を
中
心

と
し
ま
す
。
工
芸
に
関
す
る
文
献
や

古
文
書
の
輪
読
、
資
料
紹
介
、
展
示

に
関
す
る
課
題
共
有
、
制
作
者
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
勉
強
会
と

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　会
員
は
、
立
候
補
あ
る
い
は
企
画

立
案
に
よ
っ
て
研
究
発
表
及
び
勉
強

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究

会
で
は
、
発
表
や
勉
強
会
に
対
す
る

活
発
な
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
を
促

し
ま
す
。

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　単
体
の
研
究
発
表
と
は
別
に
、
テ

ー
マ
を
設
定
し
発
表
者
を
募
り
、
意

見
交
換
を
行
う
機
会
を
設
け
ま
す
。

課
題
を
共
有
し
、
工
芸
に
関
す
る
研

究
や
現
代
に
お
け
る
工
芸
に
対
し
て

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
知
見
を
生
み
出
す
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

〈
課
外
活
動
〉

　全
国
各
地
の
工
芸
の
視
察
を
行
い

工
芸
史
研
究
会
　
憲
章

八九

工
芸
史
　
一
号

　
こ

の

た

び

工
芸
史
研
究
会
は

、

機
関
誌
『

工
芸
史
』

を

発
刊
し

ま

す

。

二
〇
二
一
年
三
月
に

設
立
し

た

当
会
で

は

、

陶
磁
、

漆
工
、

染
織
、

金

工
、

木
工
、

ガ

ラ

ス

な

ど

、

様
々
な

工
芸
品
を

専
門
と

す

る

学
芸
員
、

研
究
者
、

作
家
な

ど

が

集
ま

り

、

個
々
に

研
究
を

進
め

な

が

ら

、

お

互

い

の

専
門
知
識
や

立
場
を

活
か

し

た

意
見
交
換
を

行
っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

の

工
芸
品
に

関
わ

る

史
的
研
究
で

は

、

上
記
に

挙
げ

た

よ

う

な

、

素
材
に

よ

っ

て

区
分
し

た

領
域
が

あ

る

程
度
確
立
さ

れ

て

き

た

と

い

え

る

で

し

ょ

う

。

そ

れ

ぞ

れ

の

分
野
に

お

い

て

、

考
古
学
や

美
術
史
学
な

ど

の

隣
接
分
野
と

協
働
し

な

が

ら

研
究
が

進
め

ら

れ

て

き

ま

し

た

が

、

「

工
芸
」

に

含
ま

れ

る

各
分
野
間
を

横
断
し

た

研
究
の

場
は

、

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

や

展
示
な

ど

の

一
時
的
な

機
会
に

と

ど

ま

ら

ざ

る

を

得
な

か

っ

『
工
芸
史
』
創
刊
の
あ
い
さ
つ

三
八

三
九

工
芸
史
　
一
号

〈
会
員
作
品
〉
畑
中
　
咲
輝
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